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クントゥル・ワシ遺跡データベース（KWDB） 


 
 クントゥル・ワシ遺跡データベース（KWDB）は次の四つのフォルダからなる。 
 ・KW 発掘調査 ・KW 遺物資料 
 ・KW 発掘記録 ・KW 関連文書資料 
  
 KWDB は基本的に現在の研究チームが拠点としている埼玉大学において管理し、他の研


究者等の要請に応じて必要な情報提供を行う。 
 
 10 年以上にわたる、しかも大規模な発掘調査の結果として蓄積された厖大な量のデータ


は、これまでは様々な形、様々な場所に保管されてきた。データは個々のまとまりとして


は管理されていたが、相互の関連も含めて全体的な把握については、研究チーム内部でも


ほとんど不可能な状態にあったのである。KWDB の構築にあたっては、まず全データを一


括して把握すること、データを体系的に整理し、データへのアクセスを容易にすることを


目指した。また KWDB には発掘調査に関連するすべてのデータを網羅することにし、整


理、分析作業のプロセスで作成した中間データも含めることにした。必要に応じてデータ


作成の各段階に遡及できるようにするためである。さらに、今後も研究の進展に応じて、


内容を更新、充実させる設計になっている。このように KWDB 構築の目的の一つは、研


究チームがそれを活用することで研究をさらに深化させることにある。 
 
 一方、クントゥル・ワシ神殿遺跡の調査資料は研究チーム以外の研究者にとってもきわ


めて有用なデータが多く含まれている。KWDB の構築によって、これまで部分的にしか公


開しなかった研究成果を全体的に呈示できるようになり、今後クントゥル・ワシ神殿遺跡


のデータを用いた新たな共同研究が展開することも期待できる。そのため他の研究者への


公開を目的とした開示版 KWDB を作成することにした。これは公開可能なデータそのも


ののも含むが、むしろ体系的に分類され管理されるようになった各種データの一覧を呈示


することを目的としている。これによって非開示のファイルも含めて KWDB の全容と具


体的な個別の資料構成、そして資料の所在などがあきらかになるのである。 
 
 開示版 KWDB はデータの解像度を抑えた PDF ファイルで構成されている。元データ（高


解像度の写真ファイル、データ処理が可能なエクセル、ワード等のファイル）は管理ファ


イル内に同名の master ファイルとして収めた。また master ファイルには、データ作成途中


の各段階における作業ファイルも収納してある。より詳細なデータの問い合わせに対して


は、この master ファイルによって個別に情報提供を行うことができる。また研究チームと


の共同研究を行う場合には管理ファイルの master ファイルのほか、それ以外の関連ファイ


ルも提供する。 







１．KW 発掘調査データ 
 KWDB に収められている各種データには調査年度、発掘区、発掘単位などの情報が付随


することが多い。それらが整理の単位や重要な情報項目となっているのである。 
 
 クントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘は 12 回（1988, 1989, 1990, 1993, 1994, 1996, 1997, 1998, 
1999, 2000, 2001, 2002 年）にわたって実施された。各年度の調査データは以下のように年


度と遺跡の略号 KW を組み合わせた記号で整理されている。 
  88KW（8KW）, 89KW（9KW）, 90KW, 93KW（3KW）, 94KW（4KW）,  
  96KW（6KW）, 97KW（7KW）, 98KW, 99KW, 00KW, 01KW, 02KW 
      （ ）は短縮記号 
 クントゥル・ワシ神殿遺跡で設定された発掘区は A から H および K から R までのアル


ファベット名で示される。調査データは年度と遺跡の略号に発掘区を組み合わせた記号で


整理されることが多い（例：96KW-G）。各年度の発掘区は以下の通り。 
  88KW： KWC1, KWC2, KWC3, KWC4, KWC5, KWC6, KWC7, KWC8,  
             KWC20, KWC50, KWT1, KWT2, KWT10 
  89KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector D 
  90KW： Sector A, Sector B  
  93KW： Sector A, Sector B, Sector E, Sector F  
  94KW： Sector A, Sector B, Sector E, Sector F, Sector G, Sector H 
  96KW： Sector A, Sector B, Sector G, Sector H, Sector K  
  97KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector G, Sector L , Sector M 
  98KW： Sector A, Sector B, Sector C, Sector N 
  99KW： Sector A, Sector C 
  00KW： Sector A, Sector H, Sector R  
  01KW： Sector A, Sector R, Sector S 
  02KW： Sector A, Sector R, Sector S 
 
 出土遺物等は発掘単位 unit 毎に管理される。発掘単位は一方の軸を 5m 単位、直交する


他方の軸を 2ｍ単位に区切って設定された。すなわち基本的な発掘の単位は 5ｍｘ2ｍであ


り、調査した発掘単位の総数は 1,111 unit である。 
 各発掘区 sector における区画設定は次のように行われた。まず幅 2ｍの基本ラインを設


定、それを長さ 5m ごとに区画する。基本ライン上の発掘単位は発掘区の記号と数字の組


み合わせで A1, Ａ2 などと表される。この基本ラインに直交する他方の軸には方位記号を


用いた。基本ラインの東 este 側には記号Ｅ、西側 oeste には記号Ｏで、基本ラインから 2
ｍごとに順に数字が付された。こうして発掘単位 A4E3 は発掘区 A の基準ライン軸上 4 番


目の区画（基点から 15-20ｍ）、基準ラインから東側 3 番目の区画（4-6ｍ）ということにな


る。 
 開示版 KWDB：KW 発掘調査／KW 発掘区・発掘単位／ 
   KW 発掘区発掘単位一覧.pdf 
   KW 発掘区発掘単位総覧.pdf 
   KW 発掘区全図.pdf 







 各年度の調査結果は所轄のペルー国文化庁（INC）に報告書（informe インフォルメ）と


して提出してきた。そこには各年度の発掘調査に関する基本情報が含まれている。これら


のインフォルメについても開示版に収めてある。 
 開示版 KWDB：KW 発掘調査／KW インフォルメ INC／ 
   KW インフォルメ一覧.pdf 
   各年度インフォルメ・ファイル 
  
 出土遺物に関する第一次的な情報は、各年度の調査終了時に文化庁に提出した資料一覧


（inventario インベンタリオ）としてまとめられているものを開示する。 
 開示版 KWDB：KW 発掘調査／KW インベンタリオ INC／ 
   KW インベンタリオ一覧.pdf 
   各年度インベンタリオ・ファイル 
 
 KWDB：KW 発掘調査フォルダには、上記開示版のそれぞれ三つの master ファイルのほ


か非開示の管理ファイルとして 2000-2003 年まで実施したユネスコの「クントゥル・ワシ


神殿の修復･保存プロジェクト」関連の報告資料（ユネスコ・プロジェクト報告書ファイル）


などが含まれている。 
  
 
  
 
  
   







２．KW 遺物資料データ 
 KWDB の根幹をなす重要データは発掘調査において出土した遺物資料に関するもので


ある。このデータには遺物そのものの情報と、出土遺物の管理・保管情報が含まれる。 
 クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土したすべての遺物は、遺跡の近くに建設したクント


ゥル・ワシ博物館 Museo Kuntur Wasi において保管され、今後のさらなる研究に資する形


で管理されている。KWDB：KW 遺物資料フォルダに収められた情報によって、すべての


出土遺物そのものに容易にアクセスできるし、個々の遺物に関する詳細なデータも知るこ


とができる。 
クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した全遺物は以下の５つに大別されている。 
 （１）重要遺物資料からなる Museo Kuntur Wasi 収蔵品資料 
 （２）KW 土器資料 
 （３）KW 石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品資料 
 （４）KW 獣骨資料 
 （５）KW 人骨資料 
 


２-１．Museo Kuntur Wasi 収蔵品資料 
クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した重要遺物資料は文化財として文化庁に登録され


Museo Kuntur Wasi において常設展示が行われている（一部は博物館内に非展示保管）。 
重要遺物資料は 379 項目、総点数 11,810 点である。 
 内訳 金製品 35 品目（208 点）、 銀製品 2 品目（9 点）、銅製品 5 品目（5 点） 
  土器 75 品目（75 点）、石製品 95 品目（3236 点）、 
  骨角製品 107 品目（116 点）、貝・石製品 3 品目（3812 点） 
  貝製品 21 品目（4140 点）、土製品 18 品目（18 点）、 
  土器破片 18 品目（191 点） 
 
Museo Kuntur Wasi 収蔵品の全リストおよび、一点毎に必要な情報を記入し写真を添付し


た目録を開示する。 
また Museo Kuntur Wasi 収蔵品の管理場所の一覧と博物館の展示配置図を示す。リスト、


目録と併用すれば実際の遺物の展示・保管場所が参照、検索可能になる。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／Museo Kuntur Wasi 収蔵品資料／ 
   Museo Kuntur Wasi 写真.pdf 
   Museo Kuntur Wasi 収蔵品一覧.pdf 
   Museo Kuntur Wasi 収蔵品目録.pdf 
   Museo Kuntur Wasi 収蔵品管理場所一覧.pdf 
   Museo Kuntur Wasi 収蔵品展示配置図２F.pdf 
   Museo Kuntur Wasi 収蔵品展示配置図３F.pdf 
 


 KWDB：Museo Kuntur Wasi 収蔵品資料フォルダには、上記開示版の master ファイルのほ


か、非開示の管理ファイルとして Museo Kuntur Wasi 収蔵品写真、および Museo Kuntur Wasi
収蔵品資料の基礎資料などを所収してある。 
 







２-２．KW 土器資料 
 KW 土器資料の分析結果として、全 61 タイプの一覧、各タイプの記述テクストおよび写


真、実測図を開示する。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／KW 土器タイプ／ 
   KW 土器タイプ一覧.pdf 
   KW 土器タイプ記述.pdf 
   KW 土器タイプ別写真ファイル 
   KW 土器タイプ別実測図ファイル 


 
整理、分析を終えた全土器資料の管理保管についての情報は以下の通りである 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／ 
   KW 土器資料の保管一覧.pdf 
抽出した土器サンプルは段ボール箱に収納して Museo Kuntur Wasi の付属施設である研


究棟２階 Museo Laboratorio 2F の棚に保管してある。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／Museo Laboratorio 2F 保管／ 
   Museo Laboratorio 2F 外観写真.pdf 
   Museo Laboratorio 2F 棚配置図. pdf 
   Museo Laboratorio2F 保管土器資料一覧.pdf 
   収納棚①-⑤配置リスト.pdf 
   棚①-④土器資料保管状況写真.pdf 
若干の土器タイプサンプルは研究棟１階 Museo Laboratorio 1F の棚にも保管されている


が、これらはタイプ分類の作業途中で抽出した参考資料である。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／Museo Laboratorio 1F 保管／ 
   Museo Laboratorio 1F 外観写真.pdf 
   Museo Laboratorio 1F 棚配置図. pdf 
   収納棚⑬-⑰配置リスト.pdf 
   棚⑬-⑮資料保管状況写真.pdf 
整理が完了していない 00KW-H の土器資料ごく一部については博物館付属の収納倉庫


Correa Deposito の BF 中庭に保管してある。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／Correa Deposito 保管／ 
   Correa Deposito 外観写真.pdf 
   Correa Deposito 地下倉庫配置図.pdf 
   BF 中庭土器配置写真.pdf 
抽出したサンプルを除く土器資料は収集時の布袋に戻し、およそ 100 袋を単位としてプ


ラスチックの大袋 costal に収納し、文化庁の許可を得て博物館敷地内に埋設保管した。こ


れらの資料は必要があれば、再び掘り返して分析資料に供することができる（そのために


リスト化を行っている）。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 土器資料／Museo 敷地埋設保管／ 
   KW 土器埋設保管報告（INC）.pdf 
   土器袋埋設状況写真.pdf 







 KWDB：KW 土器資料フォルダには、上記の開示版データの master ファイルのほかに、


KW 土器台帳ファイル、KW 土器層位表ファイル、KW 埋設土器一覧ファイルを収めてあ


る。この非開示資料については一括開示とはせず、要請に応じて個別の情報を提供する。 
 
・KW 土器台帳ファイル（88KW 土器台帳.xls-02KW 土器台帳.xls） 
 現場で作成した手書きの土器台帳から全データをエクセル・ファイルに入力し、検索や


データ処理が可能な状態にした電子版土器台帳を作成した。 
クントゥル・ワシ遺跡出土の土器破片資料は全点について調査年度と遺跡略号および登


録番号が注記されている。すべての土器破片は注記された登録番号から土器台帳を辿れば


発掘時の基本情報がすべてわかる。土器台帳に記されているのは登録番号と日付、発掘区、


発掘単位、出土層などの発掘情報である。 
 
・KW 土器層位表ファイル（88KW 土器層位表.xls-00KW 土器層位表.xls） 
土器資料の観察と分析は基本的に登録番号を単位に行われた。 
同じ発掘単位・層内に含まれる土器破片のタイプ構成を把握してある。 
このデータが各発掘単位・層の時期を想定する基本情報の一つになっている。 


 
・KW 埋設土器一覧ファイル（KW 埋設土器一覧.xls） 
 埋設した土器情報については基本リストを含め全管理情報、関連資料を管理ファイルに


収めた。 
 
 







２-３．KW 石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品資料 
土器資料以外の工芸品すなわち石製品（分類記号 L）、骨・貝製品（分類記号 B）、土製


品（分類記号 D）、金属製品（分類記号 M）などの資料である。それぞれについての分析


結果としてタイプ分類表、タイプ記述テクスト、リストの総覧とリストから抜粋したサン


プル頁を開示する。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 
  KW 石製品／ 
  KW 石製品タイプ分類表.pdf 
  KW 石製品タイプ記述.pdf 
   KW 石製品リスト総覧.pdf 
  サンプル KW 石製品リスト.pdf 
  KW 骨・貝製品／ 
  KW 骨・貝製品タイプ分類表.pdf 
  KW 骨・貝製品タイプ記述.pdf 
  KW 骨・貝製品リスト総覧.pdf 
  サンプル KW 骨・貝製品リスト.pdf 
  KW 土製品／ 
  KW 土製品タイプ分類表.pdf 
  KW 土製品タイプ記述.pdf 
   KW 土製品リスト総覧.pdf 
  KW 金属製品／ 
  KW 金属製品タイプ分類表.pdf 
  KW 金属製品タイプ記述.pdf 
   KW 金属製品リスト総覧.pdf 


 
整理、分析を終了した全資料は段ボール箱に収納し、Museo Kuntur Wasi の付属施設（研


究棟２階 Museo Laboratorio 2F）の棚に保管してある。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品／ 


  Museo Laboratorio 2F 保管／ 
  Museo Laboratorio 2F 外観写真.pdf 
  Museo Laboratorio 2F 棚配置図. pdf 
  収納棚⑥-⑯配置リスト.pdf 
  棚⑥-⑯遺物資料保管状況写真.pdf 
 
これらの石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品についてはすべて固有の登録番号（注


記あるいは情報添付）が付されており、遺物リストに遡及すれば発掘時の基本情報から分


析結果の情報まで知ることができる。 
 


  







 KWDB：KW 石製品、骨・貝製品、土製品、金属製品資料フォルダには、上記の開示版


データの master ファイルのほかに、KW 遺物リストファイル、KW 遺物写真ファイル、KW
遺物観察ファイルを収めてある。この非開示資料については一括開示とはせず、要請に応


じて個別の情報を提供する。 
 
・KW 遺物リストファイル（KW 石製品リスト.xls、KW 骨・貝製品リスト.xls、KW 土製品


リスト.xls、KW 金属製品リスト.xls） 
 遺物リストは発掘現場で作成された登録台帳などの手書き情報を電子化し、その後の分


析結果などを進行状況にしたがって情報を随時追加して完成したもので、最重要情報であ


る。 
 リストに記載された基本項目は以下の通り。 
 （１） 整理番号 
 （２） 登録番号：調査年－発掘区－遺物記号・番号（例：96KW-G-L12） 
  （３） 文化庁登録番号：Museo Kuntur Wasi で管理する重要遺物のみ 
  （４） タイプ番号 
  （５） タイプ名 
  （６） 写真情報：有無のみを記入 


 （７） 計測値 
 （８） 材質：石質鑑定結果、動物種同定結果と骨格部位などの情報 
 （９） 日付：出土した年月日 
 （１０）発掘単位：発掘区情報は登録番号に含まれる。 
 （１１）出土層 
 （１２）時期：同一の堆積層に含まれる土器タイプの情報から想定 
 （１３）観察記述：発掘時、基礎的整理時における観察情報 
 （１４）特記事項：発掘時、基礎的整理時における特記事項 


 （１５）図面情報：基礎的整理時に作成したスケッチ図の有無 
 リストは最終的な結果のみ（上記 1 から 12 項目）を示した完成版リスト（例：KW 石製


品リスト. xls）と作業プロセスの全情報も含めた管理用 master リスト（例：KW 石製品リ


スト master. xls）からなる。 
 


・KW 遺物写真ファイル 
 クントゥル・ワシ遺跡で出土した石製品（約１万点）、骨・貝製品（約４千点）、土製品


（約千点）、金属製品（約百点）は、ほぼ全点について写真撮影を行った（Museo Kuntur Wasi
で管理する重要遺物は別扱い）。これらの写真ファイルは遺物登録番号と同じファイル名に


なっており相互検索が可能である。リストと写真フォルダを合わせれば、きわめて利用価


値の高いデータ集となる。 
 
・KW 遺物観察ファイル 
 整理・分析の途中段階で観察メモとして作成されたスケッチ図で、電子ファイル化され、


遺物登録番号と同名ファイルとして管理されている。 
 







２-４．KW 獣骨資料 
クントゥル・ワシ遺跡から出土した獣骨資料（分類 N）は発掘時において調査年、発掘


区、発掘単位、出土層の情報を記入した袋に収集し、固有の登録番号（96KW-G-N16 など）


を与えて現場遺物台帳に登録してある。 
分析時に作成された主要データは、資料標本ごとに実施した分析項目を記した KW 動物


骨管理リスト.xls、標本から採取したデータを記録した KW 動物骨基礎データ.xls、シカと


ラクダ科標本について実施した KW 動物骨歯計測標本リスト.xls の 3 種にまとめられてい


る。これは非開示データ KWDB：KW 動物骨分析ファイルに収め研究チームが管理する。 
この分析内容の概要については、それぞれのエクセル表の構成と凡例などをデータ総覧


として示し、出土動物種名表とともに情報を開示する。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 獣骨資料／KW 出土哺乳動物分析データ／ 
  KW 出土哺乳動物データ総覧.pdf 
  KW 出土哺乳動物種名表.pdf 
 
分析時に抽出した獣骨資料のサンプルはダンボール箱に収納し、Museo Kuntur Wasi の付


属施設（研究棟１階 Museo Laboratorio 1F）に保管した。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 獣骨資料／Museo Laboratorio 1F 保管／ 
  Museo Laboratorio 1F 外観写真.pdf 
  Museo Laboratorio 1F 棚配置図. pdf 
  収納棚⑬-⑰配置リスト.pdf 
  棚⑯-⑰KW 獣骨資料保管状況リスト.pdf 
  棚⑯-⑰KW 獣骨資料保管状況写真.pdf 
またサンプル以外の全資料は博物館付属の収納倉庫 Correa Deposito の地階 BF 倉庫２に


保管してある。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 獣骨資料／Correa Deposito 保管／ 
  Correa Deposito 外観写真.pdf 
  Correa Deposito 地下倉庫配置図.pdf 
  Correa Deposito 地下倉庫 2 写真.pdf 
  


２-５．KW 人骨資料 
クントゥル・ワシ神殿遺跡から出土した人骨資料（分類記号 H）は調査時において調査


年、発掘区、発掘単位、出土層の情報を記入した袋に収集、各袋に固有の登録番号


（96KW-G-H5 など）を与えて現場遺物台帳に登録した。その後、これらを整理し観察と分


析を行った結果の基本データは人骨リストとしてまとめ非開示資料として管理ファイルに


収めて研究チームが管理する。 
 分析を終えた出土人骨資料は調査年、発掘区、発掘単位、出土層等の情報を付し、段ボ


ール箱に収納、博物館付属の収納倉庫 Correa Deposito の BF 倉庫１に保管してある。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 人骨資料／Correa Deposito 保管／ 
  Correa Deposito 外観写真.pdf 
  Correa Deposito 地下倉庫配置図.pdf 
  Correa Deposito 地下倉庫 1 写真.pdf 







２-６．KW 年代資料 
 クントゥル・ワシ神殿遺跡に関する年代原資料は発掘調査時に採取された炭化物および


人骨である。これらの資料から精選した 28 点の炭化物、50 点の人骨資料を各機関に依頼


して放射性炭素年代測定を実施した。その結果を時期別にまとめたもの、および年代補正


のための計算グラフを開示する。 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 年代資料／年代測定データ／ 
  イドロ期の年代測定結果.pdf 
  クントゥル・ワシ期の年代測定結果.pdf 
  コパ期の年代測定結果.pdf 
  ソテーラ期の年代測定結果.pdf 
 開示版 KWDB：KW 遺物資料／KW 年代資料／年代補正資料／ 
  イドロ期の年代測定補正グラフ.pdf 
  クントゥル・ワシ期の年代測定補正グラフ.pdf 
  コパ期の年代測定補正グラフ.pdf 
  ソテーラ期の年代測定補正グラフ.pdf 







３．KW 発掘記録データ 
 KWDB において遺物資料とともに重要な構成要素となるのが発掘調査において作成さ


れたさまざまな記録であり、大別すれば、発掘日誌、図面資料、写真資料である。これに


映像資料が加わる。 
 
３-１．KW 発掘日誌 
 88KW より 02KW まで各年度の調査において発掘区、発掘単位毎にそれぞれの担当者が


作成した発掘日誌であり、発掘調査に関する基本情報が記されている。 
 原資料の発掘日誌は複写可能な用紙に手書きで作成したもので、一部は調査チーム全体


のファイルへ綴じられて共有化され、一部は各自が保管して調査時に参照した。 
 これら手書きの発掘日誌はすべて電子ファイル化（JPG ファイル、PDF ファイル：それぞ


れ作業プロセス版として保存）され、年度および発掘区毎に編集されている（例：


93KW-A-DIARIO.pdf）。発掘全体について記載したものには X の記号、調査結果のまとめ


を記載したものには Res の記号を付して別ファイルとしてある（例：1993KW-X-DIARIO.pdf, 
1993KW-Res-DIARIO.pdf））。また一枚の日誌に複数の発掘区についての記載がある場合に


は、それぞれの発掘区ファイルに重複して所収した。完成した PDF ファイルの総ページ数


は 5,621 枚である。 
 発掘日誌 PDF ファイルは全ページに項目検索のための注釈入力を行っている。検索が可


能な項目は日付（例：27/09/00）、発掘単位（例：A7O3）、建築遺構名等（例：Plataforma Central, 
M53, TM1）である。この電子版発掘日誌ファイルの作成によって、発掘時の基本情報が容


易に検索、参照できるようになっている（KWDB：KW 発掘記録／発掘日誌／KW 発掘日


誌完成版ファイル、KW 発掘日誌作業ファイル）。 
 発掘日誌資料については一覧のみを開示し、基本情報に関する問合せには個別に対応す


ることにした。 
 開示版 KWDB：KW 発掘記録／KW 発掘日誌／ 
  KW 発掘日誌一覧.pdf 
  
 なお共同研究等で発掘日誌データが必要な場合には、別途作成した電子版 DVD 発掘日誌


を配布する（DVD 発掘日誌１．1988KW.DIARIO-1997KW.DIARIO、DVD 発掘日誌２．


1998KW.DIARIO- 2002KW.DIARIO）。 
  







３-２．KW 図面資料 
 88KW より 02KW まで各年度の発掘調査において作成した原図と、調査時点およびその


後の整理時の各段階で作成した合成図などである。これら図面資料の総数は 2,133 枚であ


り、以下のように大別される。 
  原図：1,565 枚 
    平面原図（P:1,235 枚）、断面原図（S:200 枚）、 
    トータルステーション地形測量図（T:8 枚）、墓平面図（Tm:48 枚）、 
    参考原図（X:57 枚） 
  合成図：568 枚 
    時期別図（F:87 枚）各発掘区の合成図を縮小合成、時期に整理 
    時期別セクション図（FS:6 枚）発掘調査時に作成された合成図。 
    レベル図（L:173 枚）原図を合成してレベル値を記入したもの。 
   合成図（U:227 枚）原図を合成したもの。 
   合成セクション図（US:28 枚）原図を合成した完成版。 
   合成参考図（UX:43 枚）複雑特殊な情報を図化するために作成されたもの。 
   参考セクション図（XS:4 枚）複雑特殊な情報を図化するために作成されたもの。 
 
 これら全図面資料のインデックス化を行い、図面管理用の基本ファイルを作成した（KW
全図面管理リスト.xls）。また図面資料は作業プロセスにおいて作成された内容が重複する


ものを除き、ほとんどすべてについてスキャンによる電子資料化（JPEG ファイル化）を


行った。これら電子化された図面資料は作成された年度毎のフォルダに細分して KWDB
の KW 全図面ファイルに収めて保管されている。 
 開示するのは資料一覧のみであるが、問合せには電子版図面資料で直ちに対応できる状


態になっており、必要な個別図面を提供することが可能である。また共同研究等で図面デ


ータが必要な場合には別途 DVD 媒体等によって配布できる。 
 開示版 KWDB：KW 発掘記録／KW 図面資料／ 
  KW 図面資料一覧.pdf 
 これらの図面資料を基にして整理分析を行った結果、すべての図面情報を時期別遺構全


体図として４つのファイルに集約することができた。 
 開示版 KWDB：KW 発掘記録／KW 図面資料／KW 時期別遺構全体図／ 
  イドロ期遺構全体図ファイル 
  クントゥル・ワシ期遺構全体図ファイル 
  コパ期遺構全体図ファイル 
  ソテーラ期遺構全体図ファイル 
 またデータの多い KW 期（KW1, KW2）、CP 期（CP1, CP2）についてはクントゥル・ワ


シ神殿の３Ｄモデルを作成した。 
 開示版 KWDB：KW 発掘記録／KW 図面資料／３Ｄモデル／ 
  ３Ｄモデル KW1 
  ３Ｄモデル KW2 
  ３Ｄモデル CP1 
  ３Ｄモデル CP2 







３-３．KW 写真資料 
  88KW より 02KW まで各年度の発掘調査時に撮影した写真（Investigation）、出土遺物の


写真（Artifact）、その他展覧会等に関連した写真（Exposition）である。これらの写真資料


は白黒（プリント、ネガ）、カラー（プリント、ネガ）、スライドなどとして保管されてき


た。なお整理・分析作業において撮影された遺物写真は別に KW 遺物資料ファイルに収め


てある。 
 これらの写真資料は重複資料を除いてすべて電子ファイル化し、ＫＷ写真ファイルの


KW Photo 完全版に収めた（JPEG ファイル：総数 19,017 枚）。KW Photo に所収したのは解


像度の高い写真ファイルであり総容量は 66 ギガバイトを超える。この基本ファイルを軽量


化して KW Photo 縮小版を作成し作業用のファイルとした（ファイル構成は同じ）。さらに


KW Photo 縮小版から重要度の高い写真を選択したファイルを作成（KW Photo 選択版）し


た。 
 選択抽出した写真は調査関係で約 5,400 枚、遺物写真 3,500 枚以上にのぼる。ただし


Artifact については KW 遺物資料ファイルと内容が重複するものが多く、重要なデータは


発掘記録として Investigation に分類した写真資料である。 
 そこで各年度別に KW 調査写真ファイルを作成するとともに、撮影時の写真台帳のほか


発掘日誌、図面資料などを参照して情報を入力したKW調査写真リスト.xlsを完成させた。 
 
 写真データについてはデータの概要を示すため、全写真資料ファイルの一覧と、KW 調


査写真ファイルの一覧、そしてサンプルとして 97KW 調査の写真リストおよびファイルを


開示し、必要に応じてファイル提供を行う。 
 開示版 KWDB：KW 発掘記録／KW 写真資料／ 
  KW 写真資料ファイル一覧.pdf 
  KW 調査写真ファイル一覧.pdf 
  サンプル KW 調査写真（97KW 調査写真.pdf；97KW 調査写真リスト.pdf） 
 
３-４．KW 映像資料 
 各年度の発掘調査時において撮影されたビデオなどの映像記録であり、その他に日本お


よびペルーで製作・放映されたテレビ番組と未編集の取材ビデオテープなどが含まれる。


これらの映像資料はさまざまな規格媒体に収められて保管されてきた。これらの映像資料


を統一規格の DVD193 枚に収めるとともに一覧リスト（KW 映像写真資料リスト.xls）を作


成した。このファイルはリストのみを開示するが、著作権が調査チーム以外の制作者（撮


影者）に帰するものを除き、必要に応じては各 DVD の閲覧と提供が可能である。 
 開示版 KWDB：発掘記録／KW 映像資料／ 
  KW 映像資料リスト.pdf 
 







４．KW 関連文書資料  
 クントゥル・ワシ神殿遺跡に関する調査研究の過程で作成されたさまざまなドキュメン


トを整理、保管する文書ファイルである。原資料が紙媒体の資料については、すべてスキ


ャンによる電子資料化（PDF ファイル化）を行った。 
 これらの資料を大別すれば現地ペルーの文化庁と取り交わしたドキュメント（文化庁


INC 関連書類）、発掘調査の計画等実施に関わる文書（KW 調査関係書類）、資料の分析結


果や成果取りまとめの文書など（KW 研究関連書類）と新聞雑誌等の報道記事（KW 報道


記事）の 4 種からなる。 
 基本的には研究チームが保管する内部資料である。現時点での開示情報は報道記事一覧


および報道記事ファイルのみである。 
 開示版 KWDB：KW 関連文書資料／報道記事／ 
  KW 新聞記事（西文・英文）一覧.pdf 
  KW 新聞記事（西文・英文）ファイル 
  KW 新聞記事（和文）一覧.pdf 
  KW 新聞記事（和文）ファイル 
 
 





